
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７ 患者 

● あなたは、難病と呼ばれる病気について知っていますか？ 

● また、Ａさんの気持ちはどのようなものだと思いますか？ 

 

                                                                                    

                                            

                                         

ワークⅠ 

どう思いますか？ 

● あなたが病気になったら、困ることはありますか？ 

病気になった場合の悩みには、どのようなものがあるか考えてみましょう。 

 

                                                                                  

                                           

                                          

ワークⅡ 

考えてみましょう！ 

● 病気の人やその家族が地域で孤立しないようにするため、これまでにできているこ

と、さらにこれからできることは何だと思いますか？ 

 

                                                                                    

                                      

                                          

ワークⅢ 

語り合いましょう 

できること！ 

ワークシート編 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート編 ７ 患者 

病気の人とその家族が孤立しないよう地域全体で支え合うことが大切です。 

 病気に対する誤解や偏見などにより、人との関係

を絶たれたり、人としての尊厳を傷つけられたり

することがあります。 

 このような誤解や偏見をなくすために、まず病

気について正しく知ることが大切です。 

ハンセン病 

「らい菌」によって引き起こされる感染症で

す。 

「らい菌」の感染力は弱く、仮に感染したと

しても発病する 

ことはまれです。現在では治療法も確立してい

るため、万一発病しても、早期に発見し適切な

治療を行えば後遺症が残ることはありません。 

 

エイズ 

感染した結果、免疫力が低下し様々な病気が

引き起こされた状態を言います。 

エイズの原因であるウイルスをヒト免疫不全

ウイルスといい、HIV と表します。 

HIV の感染経路は限られており、予防の知識

と適切な行動でエイズは予防可能な病気です。 

また、HIV に感染しても、きちんと服薬するこ

とでエイズの発症を予防することが可能です。 

 

難病 

 原因が不明で治療方法が確立されていない病

気です。その種類は数多くあり、国でも治療研

究が進められています。 

 原因が不明なため、様々な誤解や偏見があり

経済的な問題や精神的ケア、家族の負担など患

者・家族だけでは解決できない問題もありま

す。 


